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ウマ娘というゲームが世を席巻しております。
古川モトイ
ゲームにはまった!面白い!ウェーイ!……という記事を書きたいのではない。今回はヒール(悪役)について少し。ウマ娘というアニメ作品がありまして、マンガ、ゲームとメディアミックスで成功しております。よくある美少女沢山詰め込み作品なのですが中に出てくる女子は、日本の現代競馬に名を連ねる名馬を擬人化したキャラクターが登場する。だから、競馬好きは是非…という話でもない。馬の寿命はそもそも人間よりも随分短いので、ウマ娘に登場するキャラクターの中には史実ではもうお亡くなりになっている馬もちらほら。ウマ娘は作品を作る際に、擬人化される各馬の所有者に許諾を取っているそうで、なかには「どんな形でも皆に(自分の亡くなった所有馬)思い出してもらえる機会になるなら」と考えて許諾した方もおられるそう。さて、日本の競馬史に名を残す名馬の中には「悪役として名を馳せた」馬もいる。今回、ご紹介したいのはライスシャワーというサラブレッドの扱いについてだ。結果から言うと、無敗でクラシック3冠(皐月賞、日本ダービー、菊花賞)勝利という大記録を達成しそうだった名馬ミホノブルボンを1992年の菊花賞で阻止し、また1993年、天皇賞(春)を3年連続で勝利する大記録にリーチをかけていたメジロマックイーンの優勝も阻止した。二つの勝利ですっかり敵役扱いになったのがライスシャワーだ。その折、菊花賞でも天皇賞でもそれぞれの当時の日本の新記録で勝利している。両レースは共に競馬では長距離にカテゴライズされるため、見方を変えると「日本の長距離レースに新しい局面が訪れた」という捉え方でも良かったはずだが、実際はそうならなかった。
さてさて、ウマ娘のゲームは先行しているアニメの内容にある程度則っていて、そのアニメのストーリーは現実の競馬の歴史をある程度反映している。ライスシャワーという擬人化されたウマ娘のアニメでの描かれ方は、観客に敵役扱いされながら苦悩する少女として書かれているが、私が注目したいのは観客の描かれ方だ。アニメではミホノブルボンに勝った時も、メジロマックイーンに勝った時も観客席からは冷ややかな声が飛ぶ演出がされている。努力し苦悩し勝利する善のライスシャワーに対して悪として観客が描かれている。1992年と1993年に競馬場に行ってブーイングに参加した人間で存命の人間など腐るほどいるであろう。その顔の見えない実在の人々がアニメの中でおぞましい悪人として描かれている。時代の趨勢を読み切れずに馬券を外したのをライスシャワーの悪行のせいであるかのように喚きちらす醜悪な人間が描かれてしまっている。実在の競馬ファンをそこまで酷く描いちゃうの?と感じずにはいられない。なおメディアも「刺客」扱いしていたそうだが、稀代の「刺客」ライスシャワーは、1995年6月6日阪神競馬場、宝塚記念、運命の第3コーナーで転倒から骨折し、その場で安楽死となった。そして死後、ライスシャワーは悲劇の英雄としてヒールからベビーフェースに転向される事になるが、ウマ娘では悲痛な宝塚記念は描写されることはないようだ。詳細が知りたい方はWikipediaにひと通り書かれているので見ていただければ良いと思う。
では私がライスシャワーに怒号を浴びせた観客の皆様を憎らしく思っているかというと実はそんなことはない。むしろ、競馬場で感情的になってやらかした過去の醜態をわざわざ30年近く過ぎてからアニメコンテンツにされて、若者にDVD─BOXで買われてしまう彼らに対して同情的ですらある。過去の熱狂と散財を第三者の視点で見せられる事で苦痛を感じた人はいないのだろうかと心配で仕方がない。また、今回の件で自分のあさましい姿が過去にアニメ化され、世代を超えて語り継がれる事への恐怖がしっかり植え付けられた。小生、これを教訓として多少なり慎ましく生きようと思うところではある。いや遅いか?
男と女の距離(ディスタンス)
弾射音
6
あんたの言うとおりにしたわよ。開口一番、女は親友に言った。あたしは旦那の言いなりになる気なんかさらさらない。ただ、機会がなかっただけ。親友はそれを聞いて苦笑した。女のその言動が空威張りかやせ我慢のように思えたらしい。少なくとも、親友が完全には自分から離れなかったことで女はほっと胸をなで下ろしていた。
ファミレスは久しぶり? 親友が言う。そうね、少なくとも結婚してからは初めて。婚約していたころは、あいつと一緒に入ったこともある。たぶん、あいつはあたしに合わせて、気を引こうとしていたみたい。その必要がなくなったので、あたしは籠の鳥になった。
二人は窓際のテーブルに案内された。親友は小さな娘を連れている。よちよち歩きで、まだおむつが取れない年齢だ。まるで多動症のように、しょっちゅう椅子から下りようとする。こら、駄目よ。口で言ってはいるが、親友はどうも真剣に娘を叱ろうとはしていないようだ。
昼下がりとあって、主婦層の客が多い。おおかたが子育て世代だ。店内全体が女たちのけたたましいおしゃべりで充満している。これなら、なんの気兼ねもなく親友とおしゃべりできると、女は思った。確かに、夫とよく行く高級レストランからすれば、この喧噪は信じがたいほどのものである。だが、これが本来自分が慣れ親しんでいた現実だったのだ。大学時代にも、OL時代にも、仲間とともにファミレスやハンバーガーショップに入り浸っていた。夜の女子会は居酒屋のチェーン店だ。たまに高級なバーにも行ったことがあるが、数えるほどしかない。
女はカルボナーラをオーダーした。もともと食が細くて、単品でしか食事を注文することができない。対する親友はビッグハンバーグのセットを注文した。母親をしてるとね、とにかくスタミナがいちばんなのよ。親友はそう言って大笑いした。女は愛想笑いをせずにはいられなかった。
旦那が浮気してるんじゃないかって、まだ疑ってるの? 親友が言った。そうじゃないんだけど、旦那は毎日帰りが遅いし、あたしは毎日たいてい家にこもりっきりで、たとえ浮気されていても確認のしようがない。でも、この状況では、浮気されててもしょうがないと思うんだ。ずいぶん弱気なことを言うのね。そうじゃないけど、あたしはあいつのパートナーとしての役割を十分に果たしているかどうか、自信がないんだ。どうしても気になるなら、探偵でも雇って浮気調査をしてもらったら? それで浮気していないことが判明したら、それはそれで安心できるじゃないの。お金はあるんでしょう。何しろ、飛ぶ鳥を落とす勢いの若手経営者と結婚したんだから。親友がどうも嫌みを言っているように思えたが、女は無視した。嫌よ。その気になれない。だって、浮気してなかったら高額の調査料が無駄になるし、浮気が発覚したらどうしたらいいか分からない。親友はけたたましく笑った。つられて幼い娘もかわいらしい笑い声を上げる。だからあんたは弱気だというのよ。たとえ浮気が発覚してもいいじゃない。あんたに別れるつもりがないなら、別れなきゃいい。ずっと妻の座に居座ればいい。そして、あんたも浮気するのよ。まさか。そんなことができないことは、あんただって知ってるでしょう。そうね、あんたは気が弱い。だけどね、女として生きていくのなら、気弱なままじゃ世間は渡れないわよ。今は両親が健在だから頼りにすることもできるし、どうしようもなかったら仲人さんに泣きつくという手もあるけど、最後は自分一人の力なのよ。女は口をつぐんだ。親友の言うことに反論できなかったこともあるが、自分がつくづく情けなく思えてきたのだ。
親友の娘のお子様ランチが最初に届いた。手づかみで食べようとする娘を、親友は苦労してフォークやスプーンを使うよう誘導した。女は黙ったまましばらくその様子を見守った。確かに、この人はたくましい。たくましくなった。だが、たくましいのは、最初からたくましくなる素質を持っていたからだ。あたしにはそれすらない。
もしもその気があるなら、近いうちにどこかへ飲みに行こうよ。親友が言った。ゼミの連中でいまだに飲み会やってるのよ。あんたは結婚したし、状況が状況だから幹事が誘わなかったらしいけど、決してのけ者にしてたわけじゃない。女はその言葉が信じられなかった。リッチな主婦はご用済みというわけだ。だけど、まだ誘ってくれる気があるのは感謝すべきだ。いつ? どこで? まだ決まってない。このあいだ飲み会やったばかりだから。だけど、そのうちにまた誰かが言い出しっぺになる。そのときに声かけるわね。ありがと。そこで親友はいたずらっぽい表情になった。出会いもあるわよ。どういうこと? 教授の知り合いの教え子が合流することがあるのよ。ほら、文学部仲間でけっこう横のつながりがあるから、ほかのゼミの連中とも飲みに行くことがあるの。それが出会いとどういう関係が? 鈍いわね。独身男性もわりといるのよ。先入観を持ったらいけないけど、文学好きの男は結婚が遅れることが多いのよ。少なくとも、あたしの知ってる限りではそんな感じ。あんたが旦那に悩まされるなら、あんた自身も旦那をやきもきさせればいい。女は驚愕に目を剥いた。とんでもない。あたしは絶対に不倫なんかできない。親友は再びけたたましく笑った。だけど、旦那がそんな倫理観をちゃんと持ってるかどうかは別でしょう。要は楽しめればいいのよ。別に不倫なんかしなくていい。ただ、ほかの男とちょっと親しくすれば、旦那に対して自信を持つこともできるんじゃないかしら。なるほど、それもそうね。この話はこれで終わった。女がこのような結論をつけたことで、親友もしらけてしまったのだ。
カルボナーラがやってくる。親友の話でお腹がいっぱいになって、もはや食事どころの話ではなかった。それでも、いちおうフォークは手にした。たしかに、女はたくましくなければならない。王子様の出現を待っているわけにはいかない。旦那があたしを心配させるなら、あたしもそれなりの行動に出ればいいのだ。だけど、旦那以外の男と親しくなって、もしも肉体関係を迫られたら? あたしはきっと怖じ気づいて逃げ出すか、足がすくんでされるがままになってしまうだろう。
最後にビッグハンバーグのセット。ごゆっくりお召し上がりください。ウェイトレスが決まり文句を残して去って行く。親友は最初にフォークで特大のハンバーグを切り分け、それからフォークだけでハンバーグの切れ端とライスを交互に口へ運んだ。ときおりカップスープを啜る。テーブルマナーも何もあったものではない。だが、あたしも若いころはそんなものには無縁だったのだ。ガツガツと食べながら、親友はときど幼い娘を叱っている。顔一杯に広がったソースを拭ったり、テーブルにこぼれた卵の切れ端をナプキンでつまみ上げたり、食事を中断して椅子から下りようとする娘の頭を軽く叩いたり。
何? 何を眺めてるの? 親友は女に目を向けてそう言い、笑った。だが目は笑っていなかった。でしょ? 子どもができたら、毎日戦場なのよ。なりふり構ってられないのよ。あんたも子どもができれば、旦那の浮気なんか疑っていられない。そう言うあんたはどうなの? ほかの男に目移りすることもあるの? 親友は女より早くビッグハンバーグセットを平らげ、ナプキンで口を拭った。子どもが小さいうちは、そんなこともしてられない。だけど、そのチャンスがあれば、無駄にしないだけの覚悟はできてる。とは言っても、決して旦那を愛してないってわけじゃないわ。だけど、旦那への愛と不倫とは別。男が複数の女を愛せるように、女だってそうできてるのよ、生物学的に。女はそれを極論と受け取ったが、否定しきれないのも確かだった。
〈続く〉
野毛者(のけもの)艶歌
笛地静恵
(その2)
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「俺の下着を、貸してやる」
箪笥(たんす)から下着を持ってきてくれた。健狼(たけろう)先輩に白い尻を見られた。犬治(けんじ)は後ろを向いていた。後ろで良かった。前は恥ずかしい状態だった。
犬治は、こう見えて足が速いのだ。逃げ足だけは鍛えてきた。臀筋が盛り上がっている。腰の位置が高い。きゅっと締まっている。足が長い。
「洗い物は、洗濯機に、放り込んでおいてくれ。あとで洗濯するから」
そうした。
浴室は広かった。ここだけは他よりも新しい。改装されたのだという。引っ越し先を選ぶときの、最後の決め手になったという。
健狼先輩が、台所から話しかけてくる。犬治の固い気持ちを、ほぐそうとしているようだった。
窓は大きい。曇り硝子だ。外から見られる心配はない。だが、はめ殺しだ。外へは出られない。
浴槽は、毛者二頭が、足を延ばして入れるだけの大きさがあった。透明で温かい湯に足を伸ばしていた。
洗い場は死体を洗えるぐらいに広い。黒い陶板が光っている。艶がある。掃除が行き届いている。黒は汚れが目立つ色だった。特に染みなどはなかった。
浴槽も雨湯機(うとうき)も、温度は四十三度に設定されていた。犬治は、もう少しぬるい方が好みだったが、設定を変えることはできなかった。そのままにした。変更の仕方がわからなかった。
だから、出たときには、全身が真っ赤に茹っていた。しかし、汗をかいた。からだが、さっぱりした。仕事の汚れが落ちた。気持ちがいい。
たしかに、先輩の拳闘家用下着は、大きかった。ぶかぶかだった。紐がある。それを締める。落ちずにすんだ。裾が膝小僧に被さるぐらいまであった。
生地がなじんでいる。何度も洗濯したものなのだろう。前が、ややすりきれている。糸が白くなっていた。ふくらみがある。先輩のあそこの形を、布が記憶している。犬治には空間にゆとりがある。大きな雄は、あそこも大きいのだ。
「なにも、ないけどな」
配膳をする先輩の視線が、宙へそれた。恥ずかしがっている。そんなことはない。ご馳走だった。
雑貨店で買った刺身の盛り合わせを活用した。短時間で、ちらし寿司をこしらえていた。犬治は、言われた通りに団扇で扇いだ。酢飯を冷ました。下履きなどは自分のすぐ手の届くところに畳んでおいた。
その間に、先輩が風呂に入ってきた。犬治と同じ下着をつけている。健狼には、太腿の中間までも長さがなかった。
「今日は、豆腐を切らしていてな」
先輩は鼻の頭に皺を寄せた。残念そうだった。犬治には、別に何の問題もなかった。豆腐は好きでも嫌いでもない。あれば、食べるというぐらいだ。
ちらしの味は、親方が自慢げに作る幾つかのまかない料理よりも、うまかった。
酢が細胞を清浄にした。人骨のしつこい臭いが落ちていく。犬治のいつもの晩飯は、麦酒の缶と人間の骨か、せいぜい雑貨店のおにぎりぐらいだ。それと比較すれば、晩餐といえた。
そして、先輩お手製の檸檬焼酎(れもんしょうちゅう)が、絶品だった。
「檸檬(れもん)だけは、本物を使う」
南山岳市産の高価なものだという。北口の贔屓の八百屋から買ってくる。こだわりがあるようだ。二個を半分に切断した。専用の白いお椀型の陶器に押し付ける。回転させながら絞っていく。部屋の空気が、一瞬で金色に染まった。
下に皿がついている。お椀型の周囲のくぼみの部分に果汁が溜まる仕組みだ。焼酎と炭酸の調合の割合は、先輩に任せた。檸檬の分量も。
盃の表面に、檸檬の房と種が浮いている。透明な氷の間に炭酸水が揺れている。新鮮だった。
「うまい」
思わず声に出た。
「うまいだろ」
先輩は歯肉まで見せて笑った。うれしそうだった。
犬治の疲れた肉体の全細胞に、酒精が染みた。なくなると、すぐに次を薦められた。先輩は、犬治を酔わせようとしているのだろうか。
不安を感じていないわけではなかった。が、こうなったら、行くところまで行こう。そう決めていた。食うつもりか。先輩の本心を確かめるつもりだ。自分はそんなに酔っていない。なんとかなるだろう。
どちらも明日の【豚亭(とんてい)】は夕方からの勤務だ。気持ちにゆとりがあった。健狼は犬治の二倍の速度で杯を重ねた。
大皿に人間の燻製の干し肉が、ざらざらと盛られた。肴とする。
先輩は、奥の部屋に入った。南海魚の水槽に餌をばらまいた。水面まで浮上してくる。魚ではなくて人魚だった。全長が犬治の小指ほどしかない。それでも、上半身は人間で、下半身は魚だとわかる。
南海にいるときには、大きくなる。小型船舶は、網ごと海中へ引きずり込まれる。沈没させられることもあるという。しかし、今は、小さい。生物は環境に合わせて変化するのだ。
人間の雌の顔をしている。長い黒髪が体長と同じぐらい伸びている。泳ぎにつれて靡いた。二つの乳房を見分けた。
雄は底の砂の上にいた。こちらは、上半身が魚で下半身が人間だ。人魚と区別するために、魚人(ぎょじん)と呼ぶ。二本の足で砂の上を歩いている。うまく泳げない。中央にある城の模型の窓から、何匹かが魚の頭を出している。人魚に食われることもある。運よく交尾できれば、子孫を残せる。
健狼は、知人から譲り受けたという。
かなり夢中になって金をつぎこんだ。だが、そのうち、飽きてしまった。あまりにも、もったいない。
譲り受けた。
育てているという。
人魚は気難しい。水の汚れを嫌う。餌は、食べきれるだけの量に慎重に調節しなければならない。
「特に、水温の調節が、微妙で、難しくてな」
文句を言っているが、楽しそうな表情だった。機械の調子を見ている。泡を伴う水流の出る透明な管の曲がりを、少しだけ変えた。白い犬歯と歯肉を剥きだした。笑っている。優しそうな青白い横顔だった。さびしそうに見えた。
犬治はかなり酔った。
健狼を警戒する気持ちが、もうだいぶ薄らいでいた。
いつのまにか、先輩の二頭筋の逞しい肩に、犬治は白い頭部をもたせていた。
「どうした。もう酔ったのか」
「すこし」
「まあ、いいさ。そのままにしていろ。疲れているからな」
先輩は、それからも、何杯か飲んでいた。底なしだった。
やがて薄い肩を抱かれた。先輩の大きな手に、包まれていた。その指に力が入った。きたな。そう思った。すべては、このときのための、罠だったのだ。その手に乗ってたまるか。
だが、体は頭と異なる反応をしていた。
影が顔に落ちた。犬治の唇の上に、柔らかいものが、重なってきた。とても、気持ちがいい。檸檬の香がする。口吻(きす)は、檸檬の香りがするものだ。それぐらいは、知っている。これが、口吻というものなのだ。
「かわいいやつだ。いいのか」
悪いことではないだろう。ただ、うなずいていた。抵抗するのも面倒臭い。
なんだ。食われるというのは、こういうことだったのか。別に、どうということはない。初めてではない。回されたことがある。命までは盗られなかった。
今回も同じようなものだ。相手は単独だ。前よりも楽だった。
でも、自分からは、どうしてよいのかわからない。
先輩にすべてをゆだねた。
〈つづく〉
MADROCK2について
murbo
この絵のロボットをMADROCK2〈マッドロックツー〉と言います。僕が決めました。今制作中どころか迷走中の音楽映像アニメーション、KUKUI、元は魔動回路〈デビルサーキット〉XIGMAD〈ジグマッド〉に登場する敵になる悪魔怪人を迎え撃つ自衛隊的なものの人型搭乗兵器です。
XIGMADという主人公の能力をリバースエンジニアリングして開発しています。XIGMADは以前北極大陸でも掲載しました。しかし、結構書き直しているのでいずれ新たに公開する予定です。
で、XIGMADは悪魔と融合して変身ベルトを付けて変身しないといけないのでリクスがとても高いのです。それに比べてこの量産型XIGMADともいうべきMADROCK2は乗り込むだけで超人的能力を獲得できるお得な機械なのです。アニメなどフィクションでは、このような量産型はほぼ元になったもののデチューンというか、モンキーモデル状態であることが多いのですが、設定としてはXIGMADの基本フォームのMADJIN jointとほぼ同等、データリンケージで組織戦で能力を発揮する。基本フォームの性能が僕も分からないくらいマイナーなので、同等と言われても困りますよね、僕も困ります。一般的な主人公と同等の能力を捉えてください。まぁ、バッタは大量発生して軍隊みたいだなとか、仮面ライダーの13人出てくるやつとか、適当にオマージュ感覚はありますが、バッタロボとかかっこいいかなと思いまして、骸骨的な顔とかね。結局仮面ライダーですけど。
武装はナイフと銃が合体したものと、絵にあるような大型レーザー銃です。敵が集団ばかりではないこと、大量破壊兵器などでの攻撃が少ないことなどもあり、格闘戦の能力も高く設計されています。最終決戦と後に言われる戦闘では集団戦がほぼ全てになっているので、ナイフや槍なども使った格闘戦に持ち込むことは少なく、専用に設計された火器を駆使しての組織線になりました。
2がついているくらいですから先代があります。敵のボス、閻魔大王としましょうか、それが前期型の一台を強奪し、MADROCK2の中隊を全滅させた、としましょう。前期型のデザインは全然考えてないなあ。
今回の線画は迷走中の音楽映像アニメの素材に描いたものです。
ということでまた次回。
既刊本紹介
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
ついに仕事がなくなってしまったので次回は余裕を持って制作できると思います!大丈夫かw
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